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備考

1 －
最新知見として得られた減
衰定数の採用について（使
用済燃料貯蔵ラック）

－ 2020/4/20

「第６表 実機ラックの固有周期と加速度・変位の関係」に示される
ラック種類について、タイプⅠ及びタイプⅡの詳細を説明すること。
また、ラックの応答加速度の算出に用いた設計用床応答曲線を説
明すること。

今回回答

・補足説明資料P24へ注記を追加しました。（ラック本体
部分については同一ですが，ラックⅠについては，ベー
ス部分が長辺方向に設置されており，ラックⅡについて
は，短辺方向に設置されている。そのため，重量もラッ
クⅠの方が100㎏重い。）
・補足説明資料P25へ設計用床応答曲線の図を追加し
ました。
・第6表の作成には設計用床応答曲線Ⅰを用いており，
第6表の結果を第15図，第16図へ反映していることを
P22～23の本文へ追記しました。

KK7補足-028-10-20
改1
最新知見として得られ
た減衰定数の採用に
ついて（使用済燃料貯
蔵ラック）

2 －
最新知見として得られた減
衰定数の採用について（使
用済燃料貯蔵ラック）

－ 2020/4/20
「第７図 模擬燃料集合体の配置」に示される実燃料模擬体（１体）
及び形状模擬体（４９体）について、加振試験でこのような２種類の
模擬体を用いた理由を記載して説明すること。

今回回答

実燃料模擬体は，挙動を把握するため１体使用し，減
衰定数を求める合理的な試験方法として，外形寸法及
び質量をほぼ同じとした形状模擬体49体を使用したこ
とを，補足説明資料P7,P9の本文に追記しました。

KK7補足-028-10-20
改1
最新知見として得られ
た減衰定数の採用に
ついて（使用済燃料貯
蔵ラック）
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